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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660） 

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

健 健 健 健 健康づくり
種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 ご　　　案　　　内

健康相談
市内在住で
希望する人

12/16（金）13：30～15：30 保健センター
栄養士・保健師による個別相談
（食事・運動など健康について）
※要予約(予約先：保健センターあ26― 5670)

＊ ご希望により血圧測定、体重測定、体脂肪率、内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも随時相談を受け付けています。

健 健 健 健 母子保健スケジュール母子保健スケジュール
種 類 対 象 日 程 時 間 場 所 持参するもの ご 案 内

6か月児
健康診査

平成23年6月

生まれの乳児

1/13（金）

1/17（火）

（受付時間）

13：00～13：20

保健センター

・母子健康手帳

・アンケート用紙

保護者に通知します。
※ 当てはまる月の次の月ま
で案内しています。

1歳 6か月児
健康診査

平成22年6月

生まれの幼児

1/11（水）

1/12（木）

保護者に通知します。
※1歳11か月までは受ける
ことができます。

3歳児
健康診査

平成20年12月

生まれの幼児

1/5（木）

1/6（金）

保護者に通知します。
※ 3歳11か月までは受ける
ことができます。

育児相談
市内在住の

乳幼児
12/26（月） 9：30～11：30 ・母子健康手帳

保健師・栄養士による
個別相談

フッ素塗布
市内在住で

希望する人

12/26（月）
 9：30～11：30 

13：30～15：30

・歯ブラシ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

12/24（土）
（受付時間）

13：30～15：30
中部歯科医師会
口腔衛生センター

・歯ブラシ
・コップ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。
※ 要申込（申込先：口腔衛生
センターあ22―5472）

マタニティ
サロン

市内在住の妊

婦とその家族
12/26（月） 9：30～11：30 保健センター みんなで話ができる場です。

健 健 健 健 ： 「倉吉健康ガイド」掲載事業。事業の対象年齢や料金などの詳細は、健康ガイドをご覧ください。

休日急患診療機関
受付時間：午前８時～翌朝午前８時
実施日：日曜日・祝日

日　程 内 　科 外　　科

12/11（日）野島病院 北岡病院

12/18（日）厚生病院 清水病院

12/23（金）信生病院 野島病院

12/25（日）藤井政雄記念病院 三朝温泉病院

12/31（土）厚生病院 清水病院

1/1（日）野島病院 北岡病院

1/2（月）信生病院 三朝温泉病院

1/3（火）垣田病院 清水病院

　コレステロールや血糖が高い状態が続くと、自覚症状のな

いままに血管が傷つき、破壊されてしまいます。

　簡単な運動でしなやかな血管をつくり、生活習慣を見直す

きっかけとなる教室を開催します。

日にち：毎週月曜日（平成２４年１月１０日（火）～３月２６日（月））

（全１２回）　※１月１０日のみ火曜日

時　間：午後２時～３時３０分

ところ：伯耆しあわせの郷

申込方法：電話申込（先着３０人）

対象者： ６５歳未満で特定健診の結果脂質検査・血糖

検査に異常のあった人（治療中以外の人）

内　容： 運動実技、ミニ栄養講座、体力測定、血液検査など

問保健センター（あ２６―５６７０／い２６―５６６０）

「ららくくららくく運動教室」
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【全血献血】 問 鳥取県赤十字血液センター（あ０８５７―２４―８１０１)

と   き
１２月２５日（日）
９：３０～１５：００

ところ 倉吉未来中心

【と　き】１２月１９日（月）午前１０時３０分～午後３時

【内　容】午 前：話「お口の健康は、からだの健康」
講 師：井上 陽子さん（歯科衛生士）

午 後： 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、
健康相談など）

【ところ】グリーンスコーレせきがね    
【参加料】１，３００円（昼食・入浴料）
【募集条件】６５歳以上で、介護認定を受けていない人
※毎月、申し込みが必要です。

※送迎希望の場合は、開催日の１週間前までにご連絡ください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

１２月ホッといきいき教室
　　　　　　    ～介護予防教室～

　口は、食べる、呼吸をする、しゃべる、表情を豊か
にするなど、生活に欠かせない大切な機能を担ってい
ます。大切なお口の健康について考えてみましょう。
と　き：１２月７日（水）午後１時～３時
ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール   
講　師：足立　融さん（歯科医師）　　参加料：無料

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

介護予防教室
～口腔ケアからはじまる若返り健康法～

１２月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えて
いる悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換したり、
何でも話し合える場です。気軽に参加してください。

倉吉会場 第３木曜日
と　き：１２月１５日（木）午前１０時～正午
ところ：倉吉交流プラザ

関金会場１月の第１木曜日
問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

※ 第１回目の講演会だけの参加も可能です。

【第２回目】

と　き：１２月１５日（木）午後１時３０分～

ところ：倉吉交流プラザ 視聴覚ホール

講　演：「自殺予防ゲートキーパーに求められるもの」

講　師：原田 豊さん（鳥取県精神福祉センター所長）

【第１回目】

と　き：１２月６日（火）午後１時３０分～

ところ：倉吉未来中心 小ホール

講　演：「こころの健康　地域の健康」

講　師： 竹島 正さん（国立精神・神経医療研究センター 

自殺予防総合対策センター長）
※ そのほか、石川達之さんミニライブ、こころの健康相談、
ストレスチェック等を実施します。

自殺予防講演会
　自殺は、さまざまな要因が複雑に関係

し、心理的に追い込まれた末の死です。

要因への適切な対応や、うつ病等精神疾

患に対する適切な治療により、多くの自

殺は防ぐことができるとされています。

　自殺予防に関する正しい知識の普及

と、地域等での見守りや支援を強化するための取り

組みとして、※自殺予防ゲートキーパーの育成を目的

に講演会を開催します。
※ 自殺予防ゲートキーパー…家族や地域等で、身近な人の自殺
の危険を示すサインに気づき、見守り、必要に応じて専門機関
を紹介する等適切な対応をとることが期待される人。

問保健センター（あ２６―５６７０／い２６―５６６０）　

　平成２４年度から、高齢者が市内の介護保険施設な

どで行うボランティア活動について、時間数に応じた

ポイントを市が交付し、貯まったポイントを翌年度に

換金できる制度を始めます。

【対象者】 倉吉市在住の倉吉市介護保険第一号被保険者

（６５歳以上）

【活動場所】市が指定した市内の介護保険施設等

【活動内容】レクリエーション等の指導、催事の手伝い、

散歩・外出・屋内移動の補助、話し相手、お茶出し、配

膳等の補助、清掃・草刈の補助、洗濯物の整理等

【制度の流れ】
① 長寿社会課の窓口で、申請登録し、「くらしよし介護支援

ポイント手帳」と「受入機関一覧表」を受け取ります。

　登録に必要な物： 介護保険被保険証、印鑑
②活動したい施設等に連絡した上で活動します。

③ 活動１時間につきスタンプ１個、活動２時間以上でスタ

ンプ２個（１日２個まで）を手帳に押してもらいます。

　※ スタンプ１個につき１００ポイント、１年度につき最大５，

０００ポイントまでです。

④ 年度末までにたまったポイントは、翌年度の４月中に、

本人が長寿社会課の窓口で申請して換金できます。

※ １００ポイント＝１００円です。ただし、年度末時点で自身の

介護保険料を未納または滞納している場合は、換金できません。

⑤ 後日、④で届出した口座に交付金が振り込まれます。

【一次登録申請期限】１２月２８日（水）

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

「くらしよし介護支援ボランティア」
を募集します
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「
人
権
同
和
保
育
」は
、
子
ど
も
の
心
と
体
の
調
和
し
た
発
達
を
促
し
、
身
近
な
差
別
と
偏
見
を
み
ん
な
で
解
決
し

て
い
こ
う
と
す
る
保
育
で
す
。
今
回
は
、
市
内
に
あ
る
保
育
園
の「
働
く
こ
と
の
喜
び
と
大
切
さ
を
知
り
、
生
活
を
切

り
拓ひ

ら

い
て
い
く
子
ど
も
」を
育
て
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

人
権
同
和
保
育
っ
て
な
あ
に
？

同
和
保
育
の
取
り
組
み

　

同
和
保
育
は
、
被
差
別
部
落
の
子
ど
も

や
母
親
の
就
労
を
保
障
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
子
ど
も
一
人

一
人
が
、
発
達
や
生
活
環
境
等
に
あ
わ
せ

て
、
人
と
し
て
の
尊
厳
と
権
利
を
守
ら
れ

な
が
ら
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
人
権
同
和
保
育
」
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
子
ど
も
像

・
命（
健
康
）を
大
切
に
す
る
子
ど
も

・ 

差
別
を
見
抜
き
、
差
別
を
許
さ
な
い
子

ど
も

・ 

豊
か
な
心
を
持
ち
、
考
え
て
行
動
す
る

子
ど
も

・ 

友
達
同
士
認
め
合
い
、
力
を
合
わ
せ
ら

れ
る
子
ど
も

・ 

働
く
こ
と
の
喜
び
と
大
切
さ
を
知
り
、

生
活
を
切
り
拓
い
て
い
く
子
ど
も

・ 

平
和
を
願
い
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
関

心
を
持
つ
子
ど
も

「
人
権
同
和
教
育
」と「
お
手
伝
い
」

　

何
か
を「
自
分
で
し
た
い
」、「
友
達
と
し

た
い
」と
集
団
の
中
で
意
欲
を
示
す
子
ど
も

た
ち
。
こ
の
意
欲
が
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
活

動
や
仕
事
、
手
伝
い
に
挑
戦
す
る
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
々
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
自

分
や
人
の
役
に
立
つ
と
い
う
充
実
感
、
達

成
感
か
ら
自
尊
感
情
が
育
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
手
伝
い
を
す
る
と
、
生
活
に
必

要
な
多
く
の
こ
と
が
自
然
に
身
に
つ
く
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

「
幼
い
か
ら
ま
だ
で
き
な
い
の
で
は
？
」

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
大
人
が
考
え
る
以

上
に
、
子
ど
も
は
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
お
手
伝
い
」の
す
す
め

　

子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
園
で
毎
日
雑
巾

が
け
を
し
た
り
、
ご
ざ
敷
き
、
草
取
り
、

当
番
活
動
、
菜
園
活
動
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

１
、２
歳
児
も
友
達
や
保
育
士
の
姿
を
手

本
に
し
て
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
が
ん

ば
っ
て
や
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
で
も
お
手
伝
い
を
す
る

よ
う
勧
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

連
絡
ノ
ー
ト
に
お
手
伝
い
欄
を
設
け
、

○
印
を
つ
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
張
り
切
っ
て
働
い
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
様
子
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

＞

家
庭
よ
り

＜

��「
朝
、
ポ
ス
ト
か
ら
新
聞
を
取
っ
て
き

て
も
ら
い
、「
あ
り
が
と
う
」と
言
う
と
、

う
れ
し
そ
う
で
す
。
今
朝
は
、
寝
起
き

に
機
嫌
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、「
新

聞
を
取
っ
て
き
て
」
と
頼
む
と
機
嫌
が

よ
く
な
り
新
聞
を
取
っ
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
お
手
伝
い
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
」

（
１
歳
・
女
児
）

��「
ず
っ
と
前
か
ら
布
団
敷
き
を
や
っ
て

く
れ
て
ま
す
が
、
最
近
姉
が
サ
ボ
り
気

味
。『
誰
か
手
伝
っ
て
や
ー
！
』
と
ブ
ツ

ブ
ツ
言
い
な
が
ら
も
、
大
き
な
布
団
２

組
、
シ
ー
ツ
の
し
わ
も
嫌
な
よ
う
で
、

ピ
ー
ン
と
の
ば
し
て
き
れ
い
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
」

（
３
歳
・
男
児
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
の
中
か
ら
、
五
感（
視
覚
・
聴

覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
）を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
自
ら
考
え
て
意

欲
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
保
育
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉吉市人権政策課

２２―８１３０／   ２２―８１３５

№ 91 

シリーズ

 
ぇ

地方配送いたします。

■玄米  ２，７００円/10ｋｇ
■モチ米  ３５０円/1ｋｇ

３，６００円/10ｋｇ
三朝コシヒカリ  ３，４００円/10ｋｇ
新米コシヒカリ  ３，２００円/10ｋｇ

 ２，８００円/10ｋｇコシヒカリブレンド 

～有料広告募集中～

【大きさ】

縦 5cm×横18cm（１号広告）

縦 5cm×横 9cm（２号広告）

縦 5cm×横 6cm（３号広告）

【掲載料】

１号広告　30,000円／回

２号広告　15,000円／回

３号広告　10,000円／回
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全
国
水
平
社
創
立

　

被
差
別
部
落
の
人
々
は
、
明
治
４
年
の

「
解
放
令
」
に
よ
り
、
形
の
上
で
は
封
建
的

な
身
分
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
残

り
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

大
和
同
志
会
等
は
、
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
に
、
部
落
の
生
活
改
善
と
社
会
啓
発

を
目
指
し
、
人
々
の
同
情
と
理
解
を
求
め

差
別
を
な
く
そ
う
と
融
和
運
動
を
始
め
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
後
に
水
平
社
結
成
の
中
心
メ

ン
バ
ー
と
な
る
柏
原（
現
御
所
市
）の
青
年
、

阪
本
清
一
郎
、
西
光
万
吉
、
駒
井
喜
作
た

ち
は
差
別
の
原
因
は
あ
く
ま
で
、
差
別
す

る
側
に
あ
る
と
し
て
、
差
別
の
糾
弾
や
啓

発
に
よ
っ
て
部
落
差
別
を
解
消
し
よ
う
と

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
正
11
年
３
月
３
日
、
京
都

市
岡
崎
公
会
堂
で
全
国
水
平
社
創
立
大
会

が
開
催
さ
れ
、「
人
の
世
に
熱
あ
れ
人
間
に

光
あ
れ
」と「
水
平
社
創
立
宣
言
」が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
日
本
最
初
の

人
権
宣
言
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
全
国
各
地
に
も
強
い
信
念
の
も

と
、
部
落
解
放
運
動
を
行
っ
て
い
た
人
々

は
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
、
奈
良
の
こ
の
地

が
先
進
地
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

部
落
解
放
運
動
の
先
進
地
と
な
っ

た
わ
け

① 

膠に
か
わ

・
桐
下
駄
な
ど
の
産
業
が
活
発
で
、
そ

の
経
済
力
が
生
活
を
支
え
て
い
た
こ
と
。

② 
①
の
経
済
力
を
背
景
に
、
全
国
各
地
に

出
向
き
情
報
収
集
が
で
き
た
こ
と
。

③ 

水
平
社
が
で
き
る
以
前
の
環
境
改
善
闘

争
を
経
て
燕

つ
ば
め

会
な
ど
の
解
放
運
動
の
組

織
化
が
で
き
て
い
た
こ
と
。

な
ど
が
大
き
な
理
由
で
し
た
。

「
水
平
社
」と
い
う
名
称
と
良
き
理

解
者

　

水
平
社
と
い
う
名
称
は
、
創
立
メ
ン
バ
ー

の
一
人
、
阪
本
清
一
郎
の
発
案
で
、
由
来

は
、「
あ
ら
ゆ
る
尺
度
と
い
う
も
の
は
人
間

が
作
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
尺
度
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
差
が
で
て
く
る
。
絶
対
に
差

の
で
き
な
い
も
の
は
水
平
で
あ
る
」と
語
っ

て
い
ま
す
。

　

水
平
社
創
立
趣
意
書「
よ
き
日
の
為た

め

に
」

は
、
水
平
社
創
立
の
中
心
で
あ
っ
た
３
人

の
青
年
た
ち
が
住
ん
で
い
た
す
ぐ
隣
村
の
、

彼
ら
の
良
き
理
解
者
で
あ
り
相
談
相
手
で

あ
っ
た
住
職
の
計
ら
い
で
全
国
各
地
へ
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

学
び
か
ら
行
動
へ･

･
･

　

水
平
社
創
立
大
会
を
通
し
て
全
国
に
向

け
て
発
し
た
青
年
た
ち
の
声
や
、
立
ち
上

が
っ
た
青
年
た
ち
の
解
放
運
動
に
対
し
て
、

共
感
、
賛
同
し
た
人
々
が
集
い
、
解
放
へ

の
叫
び
が
内
側
か
ら
燃
え
上
が
り
、
そ
し

て
外
側
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
当
時
の
青
年
た
ち
が
命
懸
け
で
叫

ん
だ
声
は
、
実
は
、
現
在
に
生
き
る
私
た

ち
に
向
け
ら
れ
た
叫
び
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
部
落
の
完
全
解
放
が
、
全
て
の
人

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
だ

と
い
う
思
い
か
ら
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

差
別
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
差
別
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人

が
苦
し
ん
で
き
た
か
。

　

「
水
平
」
の
意
味
す
る
も
の
が
何
で
あ
る

か
、
頭
の
中
で
理
解
で
き
て
も
、
態
度
や

言
動
、
そ
し
て
行
動
に
対
し
、
深
く
意
識

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
は
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
の

あ
る
普
段
の
生
活
の
中
に
こ
そ
重
要
で
、

私
た
ち
は
、
過
去
に
あ
っ
た
事
実
か
ら
学

び
、
そ
し
て
見
抜
く
力
を
身
に
つ
け
、
行

動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼ 
水
平
社
結
成
の
中
心
メ
ン
バ
ー
西
光
万
吉
の

生
家
で
あ
る
西
光
寺
前（
補
修
工
事
中
）

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会
市
民
活
動
委
員
会　

活
動
報
告

水
平
社
発
祥
の
地
、
柏
原
を
訪
ね
て

　

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会
で
は
、
８
月
18
日（
木
）、
市
民
活
動
委
員
会
を
中
心
と
す
る
24
人
で
、「
人
権
の
ふ
る
さ

と
」奈
良
県
の
、
水
平
社
発
祥
の
地
で
あ
る
柏
原（
現
御
所
市
）を
訪
ね
、
人
間
解
放
に
向
け
た
歴
史
を
学
び
、
同
和
教

育
の
原
点
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　１２月４日（日）から

１０日（土）は「人権週

間」、１２月１０日は「人

権デー」です。

　この週間を一人一人

の人権週間（人権習慣）

にしましょう。

【啓発活動】

と　き：１２月５日（月）

午後４時～

ところ：パープルタウン

周辺
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～２５０年の時を超えて人の流れが復活！～

倉吉淀屋入館者２４，１０８人達成

１１月４日（金）
　旧牧田家住宅は、平成２１年４月から「倉吉淀屋」として、「倉吉
淀屋運営委員会」（大澤

さ わ

俊二会長）により公開されています。
　そしてこのたび、入館者が２４，１０８人に達し、記念のセレモ
ニーが執り行なわれました。「２４１０８」は、すなわち「復活（２）淀
（４１０）屋（８）」。２４，１０８人目の入館者は、奈良市西大寺から
夫婦で訪れた大西幸子さんでした。福井教育長などから花束や記
念の倉吉絣

かすり

が渡されると、突然の出来事に驚きながらも、「古い街
並みを巡るのが好きです。倉吉淀屋は立派な建物で、歴史を感じ
させる趣きがあり、すてきですね」と笑顔で話していました。

～あなたは思う存分ばえましたか？～

倉吉駅グランドオープン記念「倉吉ばえん祭」

１１月６日（日）
　ＪＲ倉吉駅のグランドオープンを記念して、「ばえん祭」が開催
されました。あいにくの雨模様でしたが、倉吉の方言で「騒ぐ、暴

れる」という意味の名前のとおり、活気あふれる元気な祭りとな

りました。地元のダンスチームやサンバカーニバルが会場を盛り

上げ、県中部の味自慢のお店も倉吉駅前に集合し、時には長い行

列も。関金温泉の春のイベント「かごかきレース」も歩行者天国で

行われ、沿道から大きな声援が送られていました。

　家族連れなど多くの人が会場を訪れ、グルメに舌鼓を打ち、倉

吉の新しい「熱気」を感じていました。

～災害発生時、迅速、円滑に物資の供給を～

災害時における物資供給に関する協定調印式

１１月７日（月）
　倉吉市とＮＰＯ法人コメリ災害対策センターは、倉吉市内で地震
や風水害などの災害が発生、または発生するおそれがある場合に、
倉吉市が行う災害応急対策に必要な物資を迅速かつ円滑に調達する
ため、災害時における物資供給に関する協定を締結しました。
　ＮＰＯ法人コメリ災害対策センターは、全国でホームセンター
を展開する株式会社コメリの関連団体です。平成１７年の設立以
来、多くの災害に対応してきました。全国に８か所の物流拠点が
あり、倉吉市は自治体として３２１団体目に協定を締結しました。
調印式にあたり、石田市長は、「市民の安心安全を守るために力を
貸していただきたい」と述べ、コメリの山田望中四国地区本部ゾー
ンマネジャーは、「これまでの災害支援の経験を生かした対応をし
ていきたい」とあいさつしました。

～ごみのない、美しい倉吉を目指して～

林道円谷・広瀬線の不法投棄清掃奉仕作業

１０月２８日（金）
　「緑を守り育てる会」の皆さんをはじめ、県、市職員総勢２７
人でごみの撤去をした結果、可燃ごみ２５０ kg、不燃ごみ４００
kg、可燃性粗大ごみ１００ kg、廃家電・タイヤ・金属くず等１，０００
kgのごみを回収することができました。
　住みよい倉吉にするため、不法投棄はやめましょう！


